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紀元前より中国に存在していたと
いう持つ梅干しは、日本でも古く
から食されていた。宮崎県の都城
盆地では実が硬く栄養分がより凝
縮された「鶯宿梅」が盛んで、都
城盆地の気候風土で育て先祖伝来
の製法で漬けられた梅干しが今も
なお製造されている。

有限会社徳重紅梅園
代表取締役社長

徳重 俊一郎 氏

南北約40キロメートル、東西約15キロメートルの
楕円形領域に広がる都城盆地

徳重紅梅園の創
始者である徳重文
子会長と2代目の
徳重俊一郎社長

宮崎県の都城盆地で昔から盛んに栽培
されていた在来品種「鶯宿梅」

梅干しに使われる赤紫蘇も
自家製で、無農薬で栽培

商品情報

宮崎県都城市平塚町9825番地
☎0986-22-6325

有限会社　德重紅梅園
関連団体

無農薬で生産した自家梅園の梅だけを無
添加で加工した逸品。右上 / 梅 3年

上 /
梅3 、左上 / 鶯
宿梅3年物お徳用 下・中央下/
宿梅3 下/

鶯宿梅は約七百年の歴史を持
つ。風味のよさで知られている
が、栽培が至難のため希少品種
だ。ただ、都城市ではこの梅が
長年親しまれてきた。また、梅
を食べて健康になった一人の地
元女性が梅干しをつくってい
る。60 年間も無農薬栽培を続
け、伝統製法で漬けているから、
まさしく天与の滋味であり、す
ばらしい地域遺産でもある。
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「鶯宿梅」の実は和
歌山の「南高梅」よ
り硬いが、その分栄
養分が多い

地域伝統種の梅と、
無農薬栽培が味の決めて
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宮崎県

審査専門委員

フードジャーナリスト
食文化研究家
エッセイスト

向笠 千恵子 氏

都城盆地鶯宿梅の梅干し
昭和38年頃、篤農家の多田氏と徳重氏が栽培を始めた品種が「鶯

宿梅」で、偶然この地で従来から栽培されていた「鶯宿」と同じ品種だった。

無農薬生産し完熟した鶯宿梅を選別し、あく抜きして水洗い。
その後海水天日塩で漬け込み3年間熟成させる。これに無農薬生産した「ちり
めんじそ」を加え、塩をまぶし揉捻。

大ぶりで無骨な鴬宿梅は果毛も少なく、きれいな外観を持つ。栄
養分も豊富でビタミンA、カロテン、鉄分を特に多く含む。対して塩分は少ない。

しそ漬けした梅干し樽は保冷庫（温度15度）で熟成させ、1粒ず
つ手作業で選別。異物が入らないよう全ての工程で入念にチェックしている。

有限会社德重紅梅園　宮崎県都城市平塚町 9825 番地
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